
 

2024 年４月 17 日 

 

 

スタートレイン計画 始動! 
 

 北海道の列車の旅で、今までにない「豪華」で「上質」な旅をトータル

プロデュースする、新たな観光列車計画がスタートします！ 
 

 ＪＲ北海道では、リゾート列車をはじめ、ＳＬニセコ号、ＳＬ冬の湿原号、富良野・美瑛ノロ

ッコ号、くしろ湿原ノロッコ号など様々な観光列車を運行してきました。 

 これらの車両は老朽化により、既に廃車となったものがあるほか、今後継続的に運行できる車

両が少なくなってきています。 

そこで、車両・運行体系・サービスなど全く新しい観光列車を運行することで、沿線と共に北

海道を活性化する計画「スタートレイン計画」をスタートさせることとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道 新たな旅の体験 

 
２０２６年春 運行開始 

 

「赤い星」  北海道開拓使のシンボル「赤星」をイメージ 新たな旅を開拓します！ 

「青い星」  「ラベンダー」や「青い池」をイメージ 沿線をお楽しみいただきます! 

  

 〇 「豪華」で「上質」なサービスを楽しんでいただけるよう、クルーズトレ

インとしても運行可能な新たな観光列車「赤い星」編成と「青い星」編

成を製作します。 

〇 車両のエクステリア・インテリアは、インダストリアルデザイナー 

水戸岡鋭治氏（ドーンデザイン研究所）がデザインを行います。 



 

１．車両コンセプト 

 

ＣＯＮＣＥＰＴ（志） 

「新たな北海道に出逢い沿線を楽しく元気にする」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．車両概要 

 

   ｷﾊ 143 形一般形気動車を改造し、グレード差を設けた２編成（４両編成）を製作します。 

   車両仕様はコンセプトに基づき、水戸岡鋭治氏と当社により共同で検討しています。 

 

〇 共通仕様 

・今までにない「豪華」で「上質」な設備により、お客様に感動の旅を提供します。 

・古い車両を改造し、再活用することでＳＤＧｓに取り組みます。 

・木材を多数使用し、一部には北海道産材の使用を検討しています。 

・展望室に大開口の窓を設け、北海道の自然景観をお楽しみいただきます。 

 

「赤い星」編成 ラグジュアリークラス（豪華） 

・全席をラグジュアリークラスの座席、設備とします。 

  ・定員は 100 名程度を予定しています。 

    ・個室、セミコンパートメント、ボックス席など多様なニーズに対応する座席種別の

設置を予定しています。 

  ・ラウンジや茶室、展望室などの設置を予定しています。 

 

「青い星」編成 プレミアムクラス（上質） 

   ・プレミアムクラスの座席、設備とします。 

   ・定員は 200 名程度を予定しています。 

   ・全車に展望室、荷棚、大型荷物置場を設置します。 



 

３．車両イメージ 

  エクステリアイメージ 

   「赤い星」編成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「青い星」編成 

 

 

  



 

  インテリアイメージ 

   「赤い星」編成              「青い星」編成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        セミコンパートメント             客席 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ラウンジ＋バー＋コンビニショップ          展望室 

イラストは全てイメージです 

 

４．車両のデザイン 

     インダストリアルデザイナー水戸岡鋭治氏（ドーンデザイン研究所：東京都板橋区）が、

車両のインテリア・エクステリアをデザインします。 

   ※別紙にて水戸岡氏のプロフィール、メッセージを紹介 

 

 

５．車両改造費 

   約 18 億円 

 

 

６．運行開始時期 

2026 年（令和 8 年）春からの運行を予定しています。 

 

 

７．運行等について 

   ・「赤い星」編成は主に釧網線、「青い星」編成は主に富良野線での運行を予定しています。 

   ・地域の皆様と一緒に連携したおもてなしを行う、北海道を周遊するクルーズトレインと

しても活用を検討します。 

 

   ※運行線区、ダイヤ、運転日、販売方法、サービス概要などにつきましては、詳細が決ま

り次第順次お知らせして参ります。 



 

 

 

  



 

 


